
 

夢×人×地域 「社会とつながる特別⽀援学校」 推進事業 

高等部 普通科内 「職業コース」の実践研究 

（令和元年度〜令和３年度） 

 

R2 年度 研究のまとめ ver. 1.3  

‐ 「職業コース」の試⾏開始に向けて ‐  
 

 

 

 

 

 

令和３年３⽉ 

宮崎県⽴みやざき中央⽀援学校 

 

 



 

目     次 

 
Ⅰ  研究主題  ……………………………………………………  １ 

Ⅱ  主題設定の理由  …………………………………………… １ 

Ⅲ  研究の仮説  ………………………………………………… １ 

Ⅳ  研究の組織  ………………………………………………… １ 

Ⅴ  研究の方法  ………………………………………………… ２ 

Ⅵ  研究計画  …………………………………………………… ２ 

 

Ⅶ  研究の実際   

１  構想・展望  ………………………………………………… ３ 

 ２  具体的確認事項    

  （１） 『職業コース』設置に向けた計画 ……………… ３ 

  （２） 『職業コース』の目標 ………………………………   4 

（３） 『職業コース』生徒の３年間の学習内容 

（概要・教育課程等）……     6 

（４） その他 本校高等部の学習の特色……………………   17 

（５） 「作業学習」に関して ……………………………    17 

（６） これまでの主な就労先に関して……………………     18 

（７） 『職業コース』生徒選考の流れ     ……………………  19 

（８） 想定される学級数と職員生徒構成…………………     21 

 

Ⅷ  研究のまとめと今後の課題  ………………………………     22  



7 
 

Ⅰ  研究主題 

知的障がい特別支援学校における 高等部普通科内「職業コース」に関する研究 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

特別支援学校⽣徒の就労に向けた職業教育や進路指導を強化するため、特別支援学校高等部

の軽度知的障がいの⽣徒を対象とした就職を目指す「職業コース」についての研究を行うことは

非常に有意義であると考えた。 

合わせて、本校では、児童⽣徒の卒業後の自立と社会参加を目指して、自ら学び、心豊かでた

くましく⽣きる児童⽣徒の育成を目指している。高等部の目標においても、『社会⽣活や家庭⽣

活・職業⽣活のために、自分の役割を果たし、働く喜びを感じ、貢献する態度を身につける。』

ことをねらいとして教育活動を行っている。 

本研究を実施することで、これらの目標を達成できると考え、この主題を設定した。 

 

Ⅲ 研究の仮説 

これまで本校高等部にて実施してきた「Ⅲ課程」について評価改善を行い、『職業コース』と

して発展させ、より細やかな体制を整備することにより、⽣徒のより一層主体的に学ぶ力が育つ

であろう。 

また、就労に向けた職業教育や進路指導を強化していくことにより、特別支援学校高等部に在

籍する軽度知的障がいのある⽣徒の、障害者雇⽤枠での就職率を向上させることができるであ

ろう。 

 

Ⅳ 研究の組織 

研究組織を図１のように定めた。重点研究プロジェクトチームの１つとして、『職業コース』

実践研究班を設置した。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          【 図１：R2年度 校内研究組織図 】 
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Ⅴ 研究の方法 

以下のように研究を進めた。 

 

１ 高等部内に設置したプロジェクトチーム（学部主事・学年主任・教務主任 計 5名）

において、『職業コース』を設置するための具体的な手順や方法、及び、現在のⅢ課

程に関しての評価改善について、その在り方を検討した。 

  また、他県先進校の視察を行った（令和元年度実施済）。 

 

２ プロジェクトチーム内で創出された「案」を高等部会にて議題として提案し、必ず

協議を経たうえで決議・コンセンサスを図った。 

学校⻑のアドバイスや承認等必要な場合は、高等部会に出会を依頼した。 

 

 ３ 検証が必要な事項が⽣じた場合は、現在のⅢ課程にて実践の後、評価改善を行った。 

 

４ 職員会議等を活⽤しながら校内（小学部・中学部・寄宿舎も含む）にも発信し、

学校内のコンセンサスも図っていった。 

 

５ 学校公開や受検前教育相談、令和３年度以降のオープンスクール、ホームペー

ジでの広報等も活⽤して、今後、対外的にも「職業コース」の開設について啓

発を図っていく。 

 

 

 

Ⅵ 研究計画 

１ 研究の期間 

本研究は、令和元年度から令和３年度までの３カ年で取り組むこととした。 

２ 研究の概要 

特別支援学校⽣徒の就労に向けた職業教育や進路指導を強化するため、特別支援学校高 

等部等部の軽度知的障がいの⽣徒を対象とした就職を目指す「職業コース」についての研究      

を行うこととした。 

    具体的には、年度ごとに以下のように取り組むこととした。 

元年度 

〇 現在実践している「高等部通常学級Ⅲ課程（社会⽣活自立や障害者雇⽤

枠での一般就労を目指す教育課程）」の、教育課程全般の評価・改善を行

った。 

２年度 
〇 県教育委員会や各種関係機関との連携のあり方、学校内外への啓発のあ

り方、３年度からの試行実施のあり方等について、詳細の調整を行った。 

３年度 〇 試行実施による、効果の検証・課題の分析を行う。 
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２ 研究の進め方についての確認事項 

組織が大きく、職員数が多い本校において研究を円滑に進めるために下記のことにつ

いて共通理解を図った。 

① 学校（職員）全体で取り組み、研究において立場は対等に協議できること。 

② 議論は自由であり、意見は代案をもった建設的な「改善案」であること。 

③ 協議した結論を、「全体の総意」として共有できるようにすること。 

④ 議題の解決方法が、具体的で明確にできるようにすること。 

（〜したい、で終わらない）。 

 

 

Ⅶ  研究の実際 

 

 １ 『職業コース』設置に向けた計画 

 （１） 現在実践している、「高等部通常学級Ⅲ課程（社会⽣活自立や障害者雇⽤枠での一般就    

労を目指す教育課程）」を、高等部普通科内『職業コース』とする。 

（２） 令和３年度より試行開始とする。 

（３） 学校公開や受検前教育相談、令和３年度以降のオープンスクール、ホームページで 

の広報等も活⽤して、対外的にも「職業コース」の開設について啓発を図っていく。 

（４） 3年度の試行において、微調整を行い、４年度より本格実施とする。 

 

 ２ 具体的確認事項 

 （１） コンセプト 

    具体的コンセプトを以下のように定めた。 

     ○ 「社会とつながる」ために「職業生活」を目指します。 

〜障がいの程度が比較的軽度の⽣徒を対象とした、フルタイム就労をしたいとい

う意欲をもった『一般就労（障害者雇用枠での就労）』を目指すコースです。 

○  こんな生徒を育てます。（「福祉・流通班」の目標より） 

・卒業後、働きたいという意欲があり、作業活動に積極的に取り組むことができる。 

・自ら学ぼうとする意欲をもち、協働的に取り組み、職業人として、必要な人間性を 

身に付けることができる。 

・基本的な仕事の仕組みが分かり、それに関連する技術を身に付けることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

特色 〇 教科別指導の充実 

    ・一般就労を目指し自立して⽣活するために必要な知識・技能・態度を身に

つけるため、職業コースでは、独自に「職業」「情報」「社会」「道徳」の学

習に取り組む。 

   〇 「福祉・流通班」での作業学習の実践 

    ・「職業コース」の⽣徒は、就労の可能性の高い業種の作業内容で構成した作

業班「福祉・流通班」で 2年間学ぶ。 
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（２） 『職業コース』の目標 

「職業コース」の目標について協議を行ってきた結果、以下のように設定することとした。 

設定に当たっては、小・中学部及び卒業後についても加味して検討した。 

 

【 表１：本校の具体的教育目標「大切にしたいこと」 】 

 重複障がい学級 通常学級 

卒
業
後 

○安心して楽しく過ごせる環境・場所 

○他者との関わり 

○安心して自分らしく過ごせる環境・場所 

○生活を楽しめること 

○認められる・活躍できる・有用感を得られる 

 場 

高
等
部 

Ⅰ課程（ⅰ・ⅱ・ⅲ） 

○楽しい雰囲気 

○様々な人との関わり 

Ⅱ課程 

○安心してのびのび

できる環境 

○保護者・施設・寄宿舎と

の連携 

○本人が活躍できる  

 場 

Ⅲ課程 職業コース 

○本音を出せるよう

な関係づくり 

○社会生活や就労を見越

した支援 

○将来への夢 

中
学
部 

Ⅰ・Ⅱ課程 

○楽しい雰囲気 

○いろいろな人との関わり 

 

○安心してのびのびできる環境 

○様々な体験を通して興味・関心を広げること 

○いろいろな人との関わり 

小
学
部 

６
５
４ 

○楽しい雰囲気 

○身近な人との関わり 

○安心して楽しく過ごせる環境 

○いろいろな体験を通して、興味・関心を広げ 

ること 

○身近な人との関わり 

３
２
１ 

○楽しい雰囲気 

○先生や友達との関わり 

 

【 表 2：本校の具体的教育目標「身につけさせたい力」 】 

 重複障がい学級 通常学級 

卒
業
後 

○意思や感情をいろいろな形で表現する 

○他者の支援に応じる力 

○ いろいろな場で過ごせる力 

○正しく適切に判断できる力 

○相談できる力 

○働き続ける力 

高
等
部 

Ⅰ課程（ⅰ・ⅱ・ⅲ） 

○意思や感情をいろいろな形で表現する力 

○身辺処理などの支援に応じる力 

○皆と一緒に過ごせる力 

Ⅱ課程 

○気持ちを伝える力 

○基本的な生活行動

を自ら行う力 

○皆と一緒に活動で

きる力 

Ⅲ課程 職業コース 

○人と関わる力 

○自立して生活す

る力 

○余暇の過ごし方 

中
学
部 

Ⅰ・Ⅱ課程 

○意思や感情をいろいろな形で表現する力 

○身辺処理などの支援に応じる力 

○皆と一緒に過ごせる力 

 
○ 意思や気持ちを伝える力 

○ 基本的な生活行動を行う力 

○ いろいろな人と一緒に活動できる力 

小
学
部 

６
５
４ 

○意思や感情をいろいろな形で表現する力 

○身辺処理などの支援に応じる力 

○身近な人と一緒に活動できる力 

○ 意思や気持ちを伝える力 

○ 基本的な生活に必要な力 

○ 身近な人と仲良く活動できる力 

３
２
１ 

○意思や感情をいろいろな形で表現する力 

○様々な支援に応じる力 

○先生や友達と一緒に活動できる力 

本
人
や
家
族
の
思
い 
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〈 参考：高等部 「教育課程説明会」時に示した目標の概要 〉 

 

 
重複障がい学級 通常学級 

Ⅰ課程 Ⅱ課程 Ⅲ課程 「職業コース」 

3年⽣ 

〇楽しんで取り組める

活動を見つけ、⽣きが

いづくりを行う。 

 

〇自分の気持ちを色々

な形で表現する。 

 

〇みんなと一緒に過ご

す。 

 

〇できることは自分で

する。困ったときはお

願いする。 

 

 

 

 

〇自分の気持ちを伝え

る。 

 

〇みんなと一緒に活動

する。 

 

〇自分のことは、自分で

やろうとする。 

 

〇一般就労を目指し、自

立して生活する。 

 

〇色々な人と関わり合

いながら成⻑する。 

 

〇仕事以外の、自分の楽

しみを見つける。 

2年⽣ 

1年⽣ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特色 通常学級１年⽣は、教育課程上は、全員「Ⅱ課程」となる。 

進級前に、適性や、本人・保護者のニーズを踏まえて「職業コース」の⽣徒を学

校が選考する。 
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（３） 『職業コース』⽣徒の３年間の学習内容（概要・教育課程等） 

 

 学年 学習内容（概要） 

１年⽣ 

〇 通常学級は全員Ⅱ課程となる。Ⅱ課程の学習に取り組む。 

（下表４参照） 

〇 ９月に、「教育課程説明会」を学年主任より受ける。２年⽣より、教育

課程に「職業コース」が加わることを知る。 

〇 現場実習は、全員「校内実習」に取り組む。 

 ・ ただし、１年⽣学年会の判断で、２年⽣から「職業コース」の可能

性があると思われる⽣徒は、２学期の現場実習で２年⽣と一緒に校

外実習「住吉フィールド」に取り組む。 

  （より実践的に、働く力が備わっているかを職員が見極めるため。） 

２年⽣ 

〇 「職業コース」の⽣徒は、「職業コース」⽤に設定された学習に取り組む。 

（下表５・６参照） 

  ・ 各教科を合わせた指導は以下のようになる。 

a 「日常⽣活の指導」は帯の１時間のみ。 

 （Ⅱ課程は、1時間目前半が日⽣となる。Ⅱ課程の時数は 3.5時間） 

b 「作業学習」においては、２・３年⽣ 職業コースの⽣徒全員が、 

『福祉・流通班』に属する。 

  ・ 教科別の指導を、Ⅱ課程よりも 6.5時間多く設定する。 

  ・ 領域別の指導では、特設した時間の指導として「道徳」を取り扱う。 

（Ⅱ課程とⅢ課程 職業コースの違いについては下表６参照） 

〇 必要に応じて、2年⽣においても、９月に「教育課程説明会」を学年主

任より受ける。教育課程に「職業コース」があること、他の教育課程

との違いをあらためて知る。 

 〇 現場実習は、全員「校外実習」に取り組む。 

  ・ Ⅲ課程 職業コースの⽣徒は、より一般就労に近い事業所を中心に実

習に取り組む。（塩川産業・友愛の里 等） 

３年⽣ 

〇 「Ⅲ課程 職業コース」の⽣徒は、Ⅲ課程の学習に取り組む。2年⽣と

3年⽣のⅢ課程の時間割はほぼ同じ。（下表５・６参照） 

〇 現場実習は、全員「個別実習」に取り組む。 

  ・ Ⅲ課程 職業コースの⽣徒は、就労の可能性が出てきた企業に、積 

極的に個別実習に取り組む。 

   ・ 時期は年度内いつでもとする。先方企業の都合に合わせる。 

   ・ 通勤の練習も兼ねて、基本的に自宅からの通勤とする。 
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【表４：高等部 Ⅱ課程（1年⽣）の時間割】 

 月 火 水 木 金 

1 
日⽣ 日⽣ 日⽣ 日⽣ 

LHR 
⽣単 数学 

作業 

数学 

2 

作業 

数学 ⽣単 

作業 3 

美術 

保体 

4 国語 

5 

家庭科 

音楽 保体 国語 ⽣単 

6 保体 音楽 自立  

※ ２・３年⽣では国語・数学が 1時間ずつ減り、⽣単が 2時間増える。 

 

【表５：高等部 Ⅲ課程職業コース（2年⽣）の時間割】 

 月 火 水 木 金 

1 職業 道徳 
職業 

数学 LHR 

 

作業 

2 

作業 

数学 国語 

作業 3 音楽 音楽 

4 国語 保体 

5 美術 保体 情報 家庭科 職業 

6 保体 美術 社会 家庭科  

※ 太線の教科は、Ⅲ課程のみ学習するもの。 
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【表６：高等部 Ⅱ課程とⅢ課程（2・3年⽣） 学習内容の違い】 

 

 
Ⅱ課程 

Ⅲ課程 

職業コース 

各教科を合わせた指導 

（日⽣・⽣単・作業） 

・「⽣活単元学習」 

週 4.5時間実施 
 

※「日常⽣活の指導」 

 週 3時間実施 

※「日常⽣活の指導」 

 帯日⽣のみ 1時間 

教科別の指導 

（音楽・美術・家庭・ 

保健体育は共通） 

・「国語」「数学」を 

週 1時間実施 

・「国語」「数学」を 

週 2時間実施 

 ・「社会」を週 1時間実施 

 ・「職業」を週 2.5時間実施 

 ・「情報」を週 1時間実施 

領域別の指導 

（特別活動は共通） 
・「自立活動」を週 1時間実施 ・「道徳」を週 1時間実施 

総合的な探究の時間 年間を通して実施 
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【
表

７
：

職
業

コ
ー

ス
作

業
学

習
「

福
祉

・
流

通
班

」
の

年
間

指
導

計
画

 例
①

】
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表
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：

職
業

コ
ー

ス
作

業
学

習
「

福
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・
流

通
班

」
の

年
間

指
導

計
画

 例
②

】
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【
表

７
：

職
業

コ
ー

ス
作

業
学

習
「

福
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・
流

通
班

」
の

年
間

指
導

計
画

 例
③

】
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【
表

８
：

職
業

コ
ー

ス
 

2
年

「
社

会
」

の
年

間
指

導
計

画
 例

①
】

 

 




